
 　　　　　プロジェクトレベルにおける舗装の供用性曲線設定手法に関する検討

１．はじめに

　舗装のライフサイクルコスト（以下LCC とする）の

算出の信頼性向上のためには、精度の高い供用性曲線

を求めることが必要である。しかし、従来用いられて

きた供用性曲線作成手法は、大きなバラツキがある広

域的なデータから平均的な路面劣化傾向を求めてお

り、ネットワークレベルにおける検討には有効である

が、プロジェクトレベル（個々の現場）における劣化

傾向と合致しないことが多く見受けられる。そこで本

研究では、プロジェクトレベルにおける劣化傾向を反

映した供用性曲線の作成手法を検討した。

２．供用性曲線設定手法

　供用性曲線は、交通量及び工法毎に分類された累積

49kN換算輪数の階級毎に整理されたデータから作成し

ている。データの分布形状は非対称であり、概ね対数

正規分布となる。そして各階級の最頻値から１本の供

用性曲線を作成する 1)。しかし、前述したとおり、バ

ラツキがあるために、プロジェクトレベルにおいては

その劣化傾向と合致しない場合がある。そこで、バラ

ツキの範囲を設定し、幅のある供用性曲線の設定を試

みた。なお、供用性曲線の基本関数に３次関数を使用

した場合、単調増加曲線にならないことがしばしば見

られたことから、今回の検討では、ロジスティック曲

線を用いて作成している。図 -2 は、任意の累積49kN

図-1　現地データのバラツキ状況
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換算輪数階級の路面性状値を横軸、相対頻度・累積確

率を縦軸にとり、バラツキの分布形状を模式的に表し

たものである。累積確率15、30、50、70、85の各パー

センタイル値を求め、最頻値から各パーセンタイル値

までの差をシフト量として求めることでバラツキの分

布範囲を設定できる。また、相対頻度曲線及び累積確

率曲線は標準偏差と平均値により決定される。分布形

状を決定する時に使用する標準偏差は、図 - 3 に示す

とおり、累積49kN換算輪数の各階級における標準偏差

の推移に増加や減少といった傾向が見られないことか

ら、累積49kN換算輪数各階級の標準偏差の平均値を代

表として用いることとした。また、平均値も標準偏差

と同様に、各階級データの平均値の平均を用いた。こ

れにより求めようとする供用性曲線のバラツキ分布形

状が決定され、最頻値と各パーセンタイル値（15、30

…85%）に対する差をシフト量として一意に定めるこ

とが出来る。図 - 4 は設定した供用性曲線（範囲）の

一例であるが、最頻値に対する各パーセンタイル値の

シフト量を用い、最頻値より算出した供用性曲線をy

軸方向にシフトしたものが求める累積確率に対する供

用性曲線となっている。シフトした供用性曲線の近似

式は、最頻値より算出した供用性曲線の定数項にシフ

ト値を加算することで算出することが出来る。

図-2　累積確率とシフト量の関係
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図-4　わだち掘れ量の供用性曲線
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図-5　残差二乗和が最小になる供用性曲線の選択

3 - 2 　最適な供用性曲線の選定

　求めた供用性曲線群に対し、全ての残差二乗和を個

別に算出し、最適な供用性曲線を選択することは労力

を要するため、求めた供用性曲線およびデータ範囲に

対して、現場観測データを１点以上与えた場合に、最

も適合している供用性曲線を選択することができる簡

単なソフトウェアを表計算ソフトを使って作成した。

図 -6 はひび割れ率の最適な供用性曲線選定例である。

この例では、現場実測値を入力した結果、最も実測値

に近い供用性曲線は補修工法が切削オーバーレイ類の

累積確率70% の曲線ということになる。

４．まとめ

　データのバラツキ範囲を考慮することで各プロジェ

クト箇所に応じた供用性曲線を選定でき、各プロジェ

クトにおける舗装供用性のより的確な判断が可能とな

る。このことにより、各プロジェクトのLCC の算出及

び維持管理計画の策定精度が向上すると考えられる。

   

CR(切削オーバーレイ)&CT(切削薄層オーバーレイ)における累積確率70%時の供用性曲線が選定されました
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図-6　ひび割れ率の最適な供用性曲線選定例

３．最適な供用性曲線の選定

3 - 1　最適な供用性曲線の選定手法

　プロジェクトレベルにおけるLCC 算定の精度向上の

ために、舗装補修を行おうとする区間における現場観

測データに対し、最もフィットする供用性曲線の選定

手法を検討した。ここでは、現場観測データと各パー

センタイル値の供用性曲線の残差二乗和が最小になる

ように検索する方法を用いることとした（図 - 5）。
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図-3　標準偏差の分布
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